
SDGs の達成に向けた取組 

 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

01 

株式会社 沖縄計装 

代表取締役社長 

洲鎌 敏 

当社は、計装工事を通じてビルやプラントの効率化・省エネルギー化に貢献し、持

続可能な社会の実現を目指しています。SDGs（持続可能な開発目標）の理念に賛同

し、以下のような取り組みを行っています。 

 

■１ 貧困をなくそう 

・一般財団法人共育ステーションつむぎへ継続的な支援を行い、地域に必要とされ
　る支援、沖縄の子どもたちやその家族にとって、大きな支えとなれるように取り
　組んでいきます。 

 

■３ すべての人に健康と福祉を 

・うちなー健康経営宣言へ登録し、全従業員へ年 1 度の健康診断を実施、法定健康

診断から人間ドックへの切替の推奨を行い、検査費用の補助・予防接種の補助を

行っています。併せて、月一のストレス診断・年一回以上のカウンセラーによる

個人面談を行い、心身の健康をサポートしています。 

・ゴルフ部、スポーツ部を創設し、運動不足・コミュニケーションの促進の為の部

活補助金を行っています。 

 

■４ 質の高い教育をみんなに 

・資格取得のための講習や実務に関する技術勉強会を月 16 回以上、定期的に社内で

開催し、社員、協力業者、一般応募者に対して適切な学習環境と教育機会を提供

しています。 

 

■７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

・エネルギーの効率的な利用をサポートするために、ビルエネルギー管理システム

（BEMS）を導入し、ビルや建物全体のエネルギー使用量を計測・分析し、空調や

照明などの設備を最適に制御することで、省エネやコスト削減を実現するシステ

ムの設置・運用を行っています。 

 

■８ 働きがいも経済成長も 

・改善リストを社員より応募していただき、働きやすさ、環境作りに月一回以上会

議を開催し取り組んでいます。 

・資格手当の拡充・有給休暇育児休暇の取得応援 

 
 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

・U ターン・I ターン等も積極的に採用を行い、長期労働へのサポートをしていま

す。 

 

■１１ 住み続けられるまちづくりを 

・計装工事会社として省エネ技術力を駆使し、低炭素で持続可能なまちづくりに貢

献し、全ての人が健康で快適、かつ環境にも優しい生活を送り続けることができ

るよう空間をデザイン・支援しています。 

・各団体を通じて震災・豪雨災害・首里城再建への寄付を積極的に行っています。 

 

■１２ つくる責任つかう責任 

・紙媒体で配布していた書類・給料明細書を電子化、プラスチック製品のクリアフ

ァイルを紙由来製品への転換、環境に配慮し、資源の節約、廃棄物の削減、温室

効果ガスの排出抑制に寄与し、これらの活動が社員や顧客にも環境意識を広げて

行けるように、企業全体で環境責任へ取り組んでいきます。 
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No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

02 

株式会社カフーブリッ

ジ 

代表取締役 

宮平 永橋 

株式会社カフーブリッジは、沖縄を拠点に「デジタルとクリエイティブの力で社会

課題を解決する」ことを使命とし、次の 5 つの重点領域で SDGs 達成に貢献してい

ます。 

 

1．健康と福祉（目標 3） 

代表の宮平永橋は白血病克服経験を活かし、骨髄バンク登録や献血を呼びかける情

報発信や講演会を開催します。 

骨髄バンクとの連携をとりながら県内イベントでのトークセッションや SNS ライブ

を通じ、ドナー登録のハードルを下げる情報を発信しています。 

 

2．教育と働きがい（目標 1・4・8） 

高校・専門学校と連携し、動画編集や SEO ライティングを体験できる「デジタルス

キル講座」を開催します。 

受講者が作成した作品を YouTube で公開し、学んだスキルを副業や地域 PR に活か

せる仕組みを整えています。 

社内でもリモートワークと成果報酬を導入し、育児・介護中でも働きやすい環境を

実践しています。 

 

3．ジェンダー平等と多様性（目標 5・10） 

能力と成果を重視する評価制度を採用し、主婦・シニア・U ターン人材など多様な

メンバーが活躍できる場を設けます。 

社内外に向け「多様な働き方ストーリー」を定期発信し、雇用の選択肢を広げてい

ます。 

 

4．環境保全（目標 12・13・14・15） 

ペーパーレス化とクラウド業務で CO₂ 排出を低減します。 

すでに名刺や請求書・領収書等もデジタル化しており、取引先にもペーパーレスの

促進を試みます。 

海洋ごみ問題を伝えるドキュメンタリー動画や BLUE SHIP の海岸清掃に参加し、地

域の子どもと保護者が一緒に学ぶ場を提供しています。 

 

5．パートナーシップ（目標 17） 
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沖縄 SDGs プラットフォームや行政・NPO・企業と協働し、観光・医療・教育分野の

情報発信を支援。 

すでに提携を結んでいるスポエール OKINAWA と連携し、スポーツイベントでのドナ

ー登録ブース設置や若者向け SDGs ワークショップを拡大する計画です。 

 

これらの活動を通じて、「知る→共感→行動」の循環を生み出し、沖縄から持続可

能な未来を創造してまいります。 



SDGs の達成に向けた取組 

 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

03 

有限会社 呉開発 

代表取締役 

呉屋 始 

当社は以下の活動をとおして SDGs の達成に向け取り組んでいきます。 

 

【3 すべての人に健康と福祉を】 

・うちなー健康経営宣言登録 

・全社員のドック受診（35 歳以上）及び一般健診受診の徹底。 

・現場では毎朝のラジオ体操実施・安全対策の徹底と作業員休憩所内の設備向上へ

の取組。 

・熱中症対策として水分補給・空調服の貸与・体調ﾁｪｯｸなどの従業員を守る取組。 

 

【4 質の高い教育をみんなに/8 働きがいも経済成長も】 

・現場従事者を中心に安全衛生教育に参加し安全教育の徹底。 

・資格、免許取得のサポートを充実させ従業員に専門知識と技能向上の支援への取

組。 

・安全衛生パトロールを実施し作業中の事故等を防ぐための労働環境の整備への取

組。 

 

【7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに/13 気候変動に具体的な対策を】 

・社内の照明器具の LED 化。 

・電気の節電で CO2 の削減に取組。 

・建設機械の低燃費・排ガス対策低騒音型の導入による気候変動及びその影響の軽

減に向けた取組。 

・オンライン会議の活用による移動ロス削減と環境負荷低減への取組。 

 

【11 住み続けられるまちづくり】 

・ペットボトルや空きかんのリサイクル資源廃棄物分別の徹底。 

・地域社会の快適な住環境保持の為に道路、公園等における除草・清掃活動への取

組。 

 

【14 海の豊かさを守ろう/15 陸の豊かさも守ろう】 

・海洋資源の保全を目指して現場作業における赤土防止流出対策の徹底。 

・農地海岸清掃活動、ゴミ漂着物除去活動への取組。 
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No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

04 

有限会社 光和商事 

代表取締役 

宜野座 綾子 

私たちは、不動産業・日本語教育・人材派遣という 3 つの事業を通じて、持続可

能な社会の実現（SDGs）に多様な価値観と人材が共生する社会を目指し、積極的な

活動に努めます。 

 

【 3 すべての人に健康と福祉を】 

・うちなー健康経営宣言登録  

・全従業員に対し年 1回の法定健康診断(人間ドック)の実施 

・予防接種の推奨 

・働きやすい環境づくり 

 

【 4 質の高い教育をみんなに】 

【10 人や国の不平等をなくそう】 

【16 平和と公正をすべての人に】 

・日本で生活・就労する外国人の方々が、自立した生活を営めるよう、質の高い日

本語教育を提供しています。 

・言語能力だけでなく、日本の文化・社会理解も重視し、地域との橋渡し役を担っ

ています。 

・地域住民との対話や平和教育の推進。 

・沖縄が持つ平和への願いや歴史的背景を大切にしながら、すべての人が安心して

暮らせる社会の実現を目指します。 

 

【11 住み続けられるまちづくりを】 

・外国人をはじめ、誰もが安心して暮らせる住環境の整備に努めています。 

・言語や文化の違いから住宅探しに不安を抱える外国人の方々に対し、多言語対

応・生活サポートを行っています。 

・沖縄の伝統的な相互扶助の考え「ユイマール」を継承し、地域の助け合いやつな

がりを大切にする活動を推進に貢献するとともに、地域コミュニティの絆を強め

ています。 

・施設内の LED 照明化・高効率エアコン導入 

・ペットボトルや缶の分別回収、マイボトル推奨。 
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【17 パートナーシップで目標を達成しよう】 

・地域の医療福祉施設の人手不足解消に伴い 外国人労働者の派遣・日本語サポート

支援に努めます。 

・行政・教育機関・企業・地域住民と情報を共有・連携し、協働での力で SDGs の達

成を目指します。 
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No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

05 

スイーツパーラーしお

かぜ 

代表 

上原 仁 

スイーツパーラーしおかぜは沖縄県糸満市潮崎の海のそばにある青くて小さなパ

ーラーです。県産フルーツを中心とした体にやさしい原料にこだわり、ワッフルや

パフェをご注文を受けてからひとつずつ手づくりしています。そんな小さなパーラ

ーの SDGs の取り組みを紹介します。 

 

２ 飢餓を０に 

しおかぜでは県産マンゴーやパイナップルをはじめ、糸満産のドラゴンフルーツ

やパッションフルーツ、南風原町のスターフルーツ、宜野座村のいちご、恩納村の

ローゼル、今帰仁村のメロンなど、県内各地の農家さんから旬のフルーツを仕入れ

ます。一部は生で使いますが、その多くを長期保存が可能なフルーツソースに加工

します。こうしてできた自家製フルーツソースは、ワッフルやかき氷のソース、パ

フェのグラニテなどに使用し、一年を通していつでもおいしく沖縄の旬を味わえる

ようにしています。しおかぜは「食品ロス０」と「おいしい」の両立を目指して今

日も新商品を開発中です。 

 

１２ つくる責任 つかう責任 

何かを作るとどうしても廃棄部分が出てしまいます。例えば、沖縄のソウルフー

ドの一つである、島豆腐。大豆と水とにがりが主な原料で、豆乳、ゆば、とうふと

おいしく姿を変えていきます。その途中でできるのがおからです。おからは食物繊

維がたっぷりでとても体に良いのですが、とうふやさんではたくさん余ってしまい

ます。そこで、しおかぜではなじみの豆腐やさんのおからをワッフル生地に混ぜ

て、香ばしい大豆の香りのするワッフルを作りました。 

こうして、長期保存ができるように水分をしっかりとばしたラスク風ワッフル

（こげっふる®）のラインナップは、プレーン、おから（糸満のとうふやさん）、ち

ゅらキャロットの搾りかす（喜屋武産）と増えています。「リサイクル・リユー

ス」と「おいしい」の両立を目指して、今日もいとまんでの地産地消を推進中で

す。 
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No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

06 

ノボテル沖縄那覇 

取締役総支配人 

坂本 公敏 

●SDGs 基本方針（マテリアリティ） 

私たちは関わる全ての人やことがらに感謝・貢献しながらホテルとしても成長して

いくことをミッションとして、出来ることから実践してまいります。 

 

１、地球にやさしいホテル 

地球環境に負荷の少ないホテルを目指して、エコ清掃や節水活動、地産地消の推

奨、食品廃棄物の削減や自社ファームの活用、リサイクル、脱炭素活動で循環型社

会の実現に貢献する。 

 

２、まちにやさしいホテル 

地域に根ざした愛されるホテルを目指し、地域のお祭りや清掃活動に積極的に参加

したり、災害時の避難場所として宿泊者、地域の方々を受け入れます。 

 

３、ひとにやさしいホテル 

”居心地のいいサービスの提供”を目指して、ユニバーサルルームの提供やジェン

ダーフリー、ゲストのアレルギー対応の充実とともに、働きやすい職場作りや人材

育成を通してホテルの財産である”人”づくりを進めます。 

 

 

実施例 

【環境】フードロスを無くし健康的でサスティナブルな食べ物を提供する 

１新鮮な土地の恵みを料理に活かす地産地消 

 県産食材の積極的利用（シェフ自身が JA 等に買い付けに行き仕入れている） 

２宴席開催時の 3010 運動への働きかけ  

 宴席でスタートからの 30 分、終了間際の 10 分は挨拶等をせずにお食事タイムに

し、食べ残しを無くす運動 

 

【環境】低炭素ホテルを目指し環境に配慮する 

１節水、脱プラ、リサイクルへの取組  

 節水コマを設置し節水による CO2 排出削減（活動証明書あり） 

 客室内の使い捨てアメニティ（プラスティック製品）の排除 

 活用できる資源ごみはリサイクル業者へ回収 
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【社会】ローカルと手を取り合いコミュニティーに貢献する活動を行う 

1 首里城復興支援活動を行う 

 ホテル館内での募金活動 

2 地域のクリーン活動に参加する 

 首里城、国際通り、恩納村ビーチのクリーン活動に参加 

3 館内外でのシェフによる食育や職業講話への参加  

 小学校、専門学校等でのシェフによる食育講義の実施 

 

【社会】パートナーと一緒に新しい取組みを行う 

1 ジェンダーフリー 

2 お子さまやお子さまがいるご家族が過ごしやすい環境の提供 

3 マイノリティーへの細心の配慮 

 

【社会】私たちのためにインクルーシブな会社である 

1 スタッフ社外研修 

2 定期的な優秀社員の表彰 

3 外国人スタッフの積極的な採用 

 

【経済】お客様と一緒に取り組む サスティナブルな体験をする 

1 館内に首里城復興支援募金箱設置しお客様と一緒に支援します 

2 おさんぽマップを作成し地域を散策する体験訴求 

 訪れたお客様が首里界隈を散策する際により楽しめるよう地図を作成、提供する

ことにより各エリアでの発見、購買が発生する事を目的とする 

3 星あそびを通し星空観察と琉球歴史に触れる機会を提供  

 ホテルの立地的に①星の観察に適している、②琉球歴史の体験が身近にあるので

沖縄の魅力発信のため実施 
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07 

株式会社北斗リゾート

宮古島 

代表取締役社長 

上田 真一 

株式会社北斗リゾート宮古島は、宮古島において宿泊事業や商業施設の運営を行

い、地域に根差した事業を展開しております。当社は“観光と暮らしをつなぐ”を

理念とし、地域社会とともに持続可能な発展を目指しています。SDGs の取り組み方

針として、地域資源の保全、地元雇用の創出、観光と共生するまちづくりに積極的

に取り組んでいます。 

 

3. 健康と福祉 | 職場の健康環境作り   

当社では、従業員が心身ともに健康で働けるよう、定期的な健康診断や人事との面

談との相談体制を整えています。また、休憩スペースの充実やシフト管理の工夫に

より、長時間労働を防ぎ、安心して働ける環境づくりを推進しています。 

 

4. 教育 | 大学と連携したインターン受け入れ   

地元大学や専門学校と連携し、インターンシップの受け入れを行っています。学生

が実際の宿泊・観光事業を体験できる場を提供することで、地域での学びと将来の

キャリア形成につなげています。 

 

5. ジェンダー平等 | 女性管理職の設置、子育て一体支援の呼びかけ  

グループ全体で女性の管理職登用を積極的に進め、実際に複数の部署で女性管理職

が活躍しています。また、子育て世代が働きやすいように育児休業や子の保育休暇

などの制度を導入を検討し、仕事と家庭の両立を支援しています。 

 

6. 安全な水 | 農薬を使わないファームの運営 

当社のファーム事業では農薬を使わず、自然環境に配慮した栽培方法を採用してい

ます。これにより、地域の水資源の保全と安全な農産物の提供を両立しています。 

 

8. 経済成長と働きがい | 地元雇用、専門支援機関との連携   

地元の人材を積極的に採用し、地域雇用の拡大に取り組んでいます。また、商工会

議所や専門支援機関と連携し、事業者同士の協働や新たなビジネスチャンスの創出

を進めています。 

 

9. 産業技術革新 | ICT 技術の利用、オペレーション自動化  

ICT技術を活用し、宿泊予約や施設管理の自動化を進めています。これにより、従業
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員の業務効率が向上し、お客様にも利便性の高いサービスを提供できるようになっ

ています。 

 

11. まちづくり | 旧市役所の商業化、空き家活用、PPP 事業   

旧市役所庁舎を活用した PPP 事業に参画し、商業施設として再生する取り組みを行

っています。また、空き家を有効活用し、地域の活性化や住民・観光客双方に開か

れたまちづくりを推進しています。 

 

12. 作る責任つかう責任 | 地元製造所による製品製造委託、フードロス減、地産地

派   

宮古島産マグロの消費不足問題を解決するため飲食店で積極的に使用し地域経済へ

の貢献を図っています。また、フードロス削減のために仕入れや提供方法を工夫

し、地産地消を推進する取り組みを実施しています。 

 

17. パートナーシップ | 高等学校・大学、観光協会、福祉団体との連携作業 

高等学校・大学、観光協会、福祉団体などと連携し、地域イベントや福祉活動に協

力しています。異なる分野の組織と協働することで、より大きな社会的インパクト

を生み出すことを目指しています。 
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No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

08 

琉栄開発株式会社 

代表取締役 

宮里 豪 

琉栄開発(株)は、沖縄県名護市を拠点に、解体工事・アスベスト(石綿)調査/除去

工事を沖縄全域で行っています。2025 年、新たに産業廃棄物処理場(中間処理)を開

業いたします。 

 

≪琉栄開発(株)の SDGs の取組み≫ 

 

【3.すべての人に健康と福祉を】 

 〇健康診断受診率 100％、二次健診受診の促進。 

 

【4.質の高い教育をみんなに】 

 〇月１回の全社員安全協議会にて、労働災害や事故発生を防止するため安全教育

を行っています。 

 〇講習や資格取得のための取組を推進し、社員と自社の成長につなげます。 

 

【8.働きがいも経済成長も】 

 〇育児休暇、介護休暇取得を促進しています。 

 〇解体業への女性雇用促進、作業環境の整備に取り組んでいます。 

   

【10.人や国の不平等をなくそう】 

 〇外国籍スタッフの雇用（インドネシア、フィリピン、ブラジル）。 

 〇障がい者雇用と作業環境の整備に取り組んでいます。 

 

【11.住み続けられるまちづくりを】 

 〇環境/品質保全向上に関する取り組みとして、ISO9001 及び ISO14001 の認定を受

けました。 

 〇低騒音型、低振動型、排出ガス対策型の重機を導入しています。 

 〇工具類はリース契約を締結しており、返却後は再利用またはリサイクルされま

す。 

  

【12.つくる責任つかう責任】 

 〇廃棄物を法律に基づいた種類に分別し、環境汚染対策を徹底します。 

 〇再利用可能なものは有効活用し、廃棄物削減を推進します。 
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 〇循環型社会の実現のために、排出される物質の効率的な利用やリサイクルを進

めます。 

 

【13.気候変動に具体的な対策を】 

 〇熱中症対策として、水分・塩分等の補給、対策グッズ支給、声掛けや体調管理

の徹底に取り組んでいます。 

 

 

 


